
・2013年10月31日（木）12:30　遠軽ＲＣ通常例会

・司会：ＳＡＡ 成田 弘明 会員③　於：ホテルサンシャイン

 渡辺　政俊　会長①
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会長報告

幹事報告
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第２６５７回 例会記録：

　☆開会点鐘　渡辺 政俊会長　☆Ｒソング「我等の生業」

本日のプログラム

本日のプログラム
2013年11月 7日(木) 12:30

次回のプログラム
2013年11月14日(木) 18:00

　朝は霧が深く幻想的な景色が広がっていました
が、霧が晴れて素晴らしい天気になっています。
こんな日は、のんびりと鮭つりにでも行っていた
らさぞかし気持ちがいいだろうと思ってしまいま
す。
　湧別の漁師さんの話では昨日はイカが大漁で五
千箱も採れたそうで約百トンはあったでしょう。
値段も高く皆さん喜んでいます。
　サロマ湖の牡蠣も美味しい季節を迎えていて、
今年は粒も大きく味も良いそうですので今日のお
昼ご飯は牡蠣フライだったのでしょう。ただし値
段は今のところ若干高めだそうです。ご存じのよ
うに、帆立貝が粒も大きく味は過去にないほど美
味しいのは、冬の流氷の量が丁度いい感じでプラ
ンクトンが良かった影響だそうです。これもこの
地域に住んでいる恵みだと思って下さい。
　斜里の50周年に東海林ガバナー補佐と木村幹事
の三名で行って来ました。懇親会ではマグロの解
体もあり美味しく頂いてまいりました。会場で笹
谷会員（中標津ＲＣ）とプーケットの話しもしま
したので「四月に遠軽ロータリークラブで例会訪
問をする予定です」と話を進めてもらいます。

二クラブ合同例会

　今日の例会は会員卓話となっていますが、かね
てから考えていたテーブルでの雑談会を開いて頂
きます。【写真上、(2)面】
　遠軽の町並みを通ると空き屋と空き地が本当に
数多く目立ちます。近くでは旧花月の建物が壊さ
れて空き地に、教会前の作業着屋が閉店しそうで
セール中、寂しいかぎりです。
　大都会と地方の格差が広がっていくばかりの現
実に溜息をつくしかありません。今日は臨時の町
議会が開かれているので会員の町議会議員さんは
休んでいますが、町長さんや議員さんにはぜひ早
急に町の少しでも若者が増える将来像を考え実行
していただきたいものです。
　ロータリークラブのスタートの原点は、異業種
の人達が集まって話し合う事だったと思っていま
す。今日は同席している皆さんで町の将来像など
についてでも漠然と話をして頂けたらと思ってい
ます。
　参考に｢遠軽町文化センター(仮称)等の建設に
関する進言書｣をつけしました。私も内容はよく
知りません､その事についてでも如何でしょうか｡

１．10月26日(土)、遠軽で第4分区会長・幹事会
　議開催。次年度のガバナー補佐は滝上ＲＣから
　輩出し、次々年度以降は原則持回りの順で受け
　ることを確認しました。
　※次回の遠軽の順は2020-2021年度です。
　　また、ＩＭの内容については、平成21年の会
　議で交わした覚書に沿って行うが、必ずしも縛
　られるものではないことも確認しました。

２．10月27日(日)、斜里ＲＣ50周年記念式典に会
　長・幹事・東海林ガバナー補佐の３名で出席し
　てきました。記念講演が別の日に開催されるた
　め拝聴出来なかったのが残念でした。

３．本日、例会終了後、理事会を行います。

 ロータリー財団月間にあたって　国際奉仕委員会



＊テーブル座談会の模様＊ ：基調講演

ニコニコ

ＢＯＸ

出席報告

例会日 会員数
出席計算
会 員 数

出席者数
メイク
アップ

出席率 無断欠席

10月24日 35 31 24 77.4%

10月31日 35 31 22 71.0%

☆ 閉 会 点 鐘　渡辺　政俊　会長
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　先ほど、韓国の金一(キム・イル)さんが地区大会
連続26回出席の特別表彰を受けた際、「死ぬまでロ
ータリーにいたい」と挨拶しました。
　以前､「50年優秀会員賞」を受けた私の先輩が｢ロ
ータリアンは死ぬまで一生懸命働いて世のために尽
くすこと。私は生きている限りロータリーを続けま
す」と言ったことを聞いて、私も早くこんな心境に
なれたら良いな､と思ったことを思いおこしました｡
　私はJC時代(36歳)に先輩から言われ、いやいやロ
ータリーに入会。JCを卒業してからロータリーとは
どんな組織なのか、ポール・ハリスについて伝記を
読んだり勉強して、だんだん彼に心を奪われて、今
でも彼は凄いな、と思っています。
　ポール･ハリスは「ロータリーは100人いれば100
通りの、千人いれば千通りのロータリーがある」と
さかんに言っております。そして「ロータリーを続
けるには寛容の精神が大事、つまり、自分と相手の
違いを認め、その違いを理解せよ」と。「寛容の精
神」がロータリーが今まで続いた大きな要因ではな
いかと思っています。
　また、「歴史が変わればロータリーも変わらなけ
ればならない」とも。今日、ロータリアンとして大
きく集うことが出来るのも、ポール・ハリスのいろ
いろな考え方のおかげと思います。

　ＲＩ第3ゾーンロータリーコーディネーター
　　　　　　　　　　　　　　　井上   瑛夫  様

■訂正■会報に誤りがありました
●会報第15号(2)面：ニコニコボックス
　吉川紘会員　結婚記念日→誕生日
●会報第16号(2)面：地区大会の状況報告
　下から9、8行目：STV→HBC；安さん→ヤスさん


